
9carat kitchen（ナインカラット・キッチン）
施工マニュアル



9carat kitchen（ナインカラット・キッチン）
2018年9月～ナインカラット創業1年を
迎えたこの時期に、新たにキッチンの
ガラスコーティングに進出しました。 

「IHキッチンは便利だけど、焦付きや
汚れを落とすのが大変」というお客様
の声や「抗菌ガラスをIHキッチンに施
工できませんか？」という声を受け、
低価格化を実現するための新溶剤を開
発いたしました。 

IHキッチンが綺麗に・掃除しやすく・
安全になります。



9carat kitchen の特徴
ガラス面に超親水性のガラスをコーティング 
施工後は汚れが水に流れやすくなるため、濡れた布巾で拭くなどすると
汚れ落ちが良くなります 
オプションで抗菌ガラス（Anti-Bacterial）を上塗り施工することで抗
菌効果や電磁波低減効果を発揮します 
（注意） 
スマホ用のガラス（classic）と比べて価格面を抑えるために機能を制限
しています。よって高硬度（9H）にはなりません 
（IHガラストップを割ったという話も聞きませんので不要と思います） 
9carat kitchen は2本のボトルで1セットになっています 
・黒ラベル（中身茶色）が下地剤 
・青ラベル（中身白色）がオーバーコート剤



9carat kitchen の施工道具
9carat kitchen溶剤（2本で1セット） 

キッチン用スポンジ（市販品） 

→　塗り込む際は裏の硬い面を使用 
（スポンジは1個でも大丈夫です。下地塗
布の後にスポンジを水洗いしてオーバーコー
ト塗布に利用できます） 
拭き上げ用タオル 

（必要な場合）クリーニング道具一式 

（必要な場合）抗菌ガラス・スチー
マー・ドライヤー



施工マニュアル（クリーニング）
施工者が使いたい道具を選んで構いません 
（本部推奨品は、都度お知らせします） 
使用年数や使用状況によって、クリーニングに
要する工程や時間がかなり変わります 
油汚れを必ず落としてください。端に溜まりや
すいのでご注意ください（残ったままだと汚れ
の剥離時にガラスコーティングも剥離します） 
「クリーニング無し」を希望されるお客様には
上記のことを必ずお伝え下さい 
焦付きなどは本部推奨品の道具などを使い、極
力落として下さい 
クリーニング完了時点で依頼主に確認・チェッ
クして頂くと良いと思います 



施工マニュアル（下地剤の塗布）
下地剤をよく振って攪拌する 
スポンジに適量を取りながら塗り込む 
（使用量は、1本を全面に塗って使い切る量） 
ガラスを磨きながら塗り込む 
下地剤の弾き具合を確認しながら、下地剤
が弾かれず馴染むまで磨く（四隅などは親水
になりにくいので特に下地剤でよく磨く） 
塗布後、待ち時間は必要なく水で流せる 
部分ごとに流しながら親水具合の確認 
水を弾いてる箇所は、再度少し力を入れて磨
きながら塗り込む 
全体が親水状態になったら、水で流して拭き
取る（スポンジやタオル・布巾など利用） 
表面が乾いた後、流しきれていない下地剤が
見えたら、スポンジで擦って落とす。



施工マニュアル（オーバーコート）
よく振って混ぜ、攪拌する 
スポンジの硬い面に適量取り塗り込む 
（使用量は、1本を全面に塗って使い切る量） 
親水具合のチェックは不要ですが、塗り込
む感じで施工ください 
全体に塗り込んだら10分ほど放置 
水で濡らした後に固く絞ったスポンジ（硬
い面）で拭き上げる 
水に濡らしたタオルで仕上げ拭き 

下地剤、オーバーコート剤ともに、IHキッチン
1回で使い切る（もしくは少し残る程度） 



施工マニュアル（抗菌ガラス仕様）

スマホなどに使う抗菌ガラスを使用します 
スマホと同じように付属の布で塗り込む 
スチーマーやドライヤーの工程も同じ　　　
（一度塗りです） 
60cm型の使用量→25滴（5×5に区切って
塗って行くと間違わない） 
75cm型の使用量→33滴（3×11もしくは 
4×8に区切ると良い） 
全体に塗り込んだらドライヤー 
スチーマー後にドライヤー 
乾いたタオルで仕上げ拭き 



Q＆A（随時更新予定）
ガラストップのガスコンロの場合には施工できますか？ 

→　未使用（新品）であれば施工可能です。ただし、既に使用済みの
場合は油汚れの除去が困難なため、現状では施工不可とします。 

抗菌ガラスの効果はどのくらい続きますか？ 

→　使用状況にもよりますが、2年以内での再施工がお勧めです。 

Amwayのインダクションレンジに施工する場合の溶剤の量と施工価
格を教えてください 

→　IHキッチン（60cm）の半分程度の大きさのため、溶剤は半分、施
工価格も60cmの半分を最低価格としてお考え下さい。 


